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世 帯 数 11. 792世帯

人口〈男)22.651人

〈女)24.631人

(男) (女〉

44人 36人
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39 32 
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交
通
安
全
教
育
に

コ
l
カ

l

卜

な

ど

器
具
を
購
入

児
童
や
園
児
な
ど
の
交
通
安
全
教
育
に
役
立
て

る
た
め
、

ラ
イ
ト
バ
ン
型
自
動
車
一
台
と
器
具
一

式
が
百
四
十
万
円
で
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
穏
具
を
使
つ
て
の
交
通
教
室
が
、
問
月
m
A

日
交
通
公
園
で
、
本
江
小
四
年
生
が
参
加
し
て
ひ

ら
か
れ
、
ゴ
l
カ
l
ト
や
自
転
車
に
乗
っ
て
交
通

ル
I

N
を
勉
強
し
ま
し
た
。

安
全
教
育
器
具
に
は
、
ゴ

l
カ
l
卜
二
台
、
子

ど
も
用
自
転
車
四
台
、
信
号
機
一
式
、
道
路
標
識

二
十
本
、

交
通
N
I
Y
指
導
セ
ッ
ト
、

シ
ュ

ミ
レ

ー
タ

l

(
模
型
〉
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
月

1
日
と
日
日
に
は
、
交
通
公
園

で
、
交
通
教
室
が
ひ
ら
か
れ
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

写
真
H
ゴ
1
カ
l
ト
や
自
転
車
を
使
つ

て
の
交

通
教
室
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吉
島
小
学
校
の
第
二
期
工
事
は、

5

月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
け
月

末
完
成
を
め
ざ
し
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
は
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
鉄

こ
と
し
の
事
業
か

ら

!

授月
力、

業ら
新

吉し

島い
私

小 舎

で

つおつ報広第 3種郵便物認可

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
の
ベ
面

積
二
千
百
五
十
七
平
方
M
の
校
舎
を
九

千
五
百
万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
乙
の
中
に
普
通
教
室
五
、
特
別

教
室
四
、
特
殊
学
級
教
室
、
職
員
室
、

放
送
室
、
宿
直
室
な
ど
つ
く
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
天
神
、
加
積
教
場
の
生
徒
四
百

九
十
八
人
(
十
四
学
級
〉
は
、
新
し
い

校
舎
で
来
年
1
月
か
ら
授
業
を
始
め
る

予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

写
真
上
H
完
成
間
近
い
吉
島
小
校
舎

写
真
右
目
工
事
中
の
愛
育
園

……
鉄
筋
二
階
建
て
に

改
築
中
の
変
育
園

魚
津
愛
育
園
の
園
舎
は
、
同
園

横
に
7
月
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
で
改
築
中
で
す
が
、

n月

末
に
完
成
予
定
で
す
。
新
し
い
園
舎
は

の
べ
面
積
八
百
五
十
四
平
方
M
で
、
こ

の
中
に
保
育
室
四
、
乳
児
室
、
遊
ぎ
室

調
理
室
、
医
務
室
な
ど
が
つ
く
ら
れ
ま

853世帯ふ之る前回より

国勢調査の概要をみる

昨年10月、 全国いっせいに行なわれた国勢調査の結果が

このほど総理府統計局から公表されましたが、人口などに

ついてつぎにまとめてみましたo

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
市
の
人
口
は
四

万
七
千
百
二
十
四
人
と
、
前
回
の
昭
和

初
年
よ
り
二
百
七
十
人
ふ
え
、
横
ば
い

状
態
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
男

女
別
に
み
ま
す
と
、
男
が
二
万
二
千
四

百
三
十
七
人
で
九
十
三
人
、
女

が
二
万
四
千
六
百
八
十
七
人
で

百
七
十
七
人
が
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、

世
帯
数
は
一
万
一
千

三
百
八
十
五
世
帯
で
、
八
百
五

十
三
世
帯
も
ふ
え
、
人
口
増
加

率
に
く
ら
べ
る
と
、
か
な
り
高

い
数
値
を
示
し
、

核
家
族
他
現

象
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
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之つ
ぎ
に
年
齢
別
人
口
構
成
で
は
、
十

五
歳
未
満
の
非
労
働
力
人
口
が
一
万

一

千
七
十
九
人
、
十
五
歳
!
五
十
九
歳
の

生
産
年
齢
人
口
三
万
五
百
二
十
四
人
、

六
十
歳
以
上
の
老
齢
人
口
が
五
千
五
百

二
十

一
人
で
し
た
。
前
回
に
く
ら
べ
て

十
五
歳
末
満
で
四
百
七
十
三
人
、
十
五

歳
、〈
五
十
九
歳
で
六
十
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
少
な
く
な
り
、

六
十
歳
以
上
が
八
百

明噸カノえロの推移
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レ
ザ
パ
次

|卑齢別人口!

四
人
も
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
別
人
口
を
前
回
と
く
ら

べ
て
み
ま
す
と
、
左
表
の
と
お
り
で
、

第
一
次
産
業
が
七

・
一
軒
減
少
し
、
第

二
次
、
第
三
次
産
業
が
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え

て
い
ま
す
。
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人

口
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す
。
市
内
の
保
育
闘
で
は
じ
め

て
の
温
風
暖
房
装
置
が
そ
な
え

ら
れ
て
お
り
、
降
雪
期

を
迎

え
、
そ
の
完
成
が
ま
た
れ
て
い

ま
す
。

一
経
回
漁
港
の
防
波

一
堤
三
百

M
で
き
る

づ

漁
船
の
大
型
化
に
と
も
な
っ

て
港
内
を
広
く
す
る
た
め
、
経
団
漁
港

の
第
四
次
修
築
事
業
が
昭
和
村
年
か
ら

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
と
し
の
事

業
と
し
て
海
岸
沿
い
に
防
波
堤
延
長
三

百
抗
(
高
さ
四

・
五
M
〉
が
工
費
三
千

五
百
二
十
八
万
円
で
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

(写
真
H

完
成
し
た
防
波
堤
)

おう報

…
伝
染
病
隔
離
病
舎

築

広

改

を

46.11. 1 

伝
染
病
患
者
の
収
容
施
設
と
し
て
、

新
川
地
区
の
二
市
三
町
で
隔
離
病
舎
を

厚
生
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

病
舎
が
老
朽
化
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の

た
び
新
川
広
域
圏
事
業
で
改
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伝
染
病
隔
離
病
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
、
の
ベ
面
積
八
百
平

方
M
、
病
床
四
十
床
を
そ
な
え
、
工
費

四
千
五
百
八
十
五
万
円
で
建
設
さ
れ
ま

す。

問
月
泊
日
に
関
係
者
が
集
ま
っ
て

起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
3
月

末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

×

×

 

ゴ
ル
フ
場
造
成
急
ピ
ッ
チ

観
光
開
発
に
一
位

市
の
総
合
計
画
の
一
関
と
し
て
天
神

山
を
中
心
と
す
る
観
光
開
発
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
っ
と
も
い
え
る

ゴ
ル
フ
場
の
造
成
が
魚
津
観
先
開
発
附

に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
天

神
山
か
ら
小
川
寺
、
日
尾
地
内
百
万
平

方
M
に
お
よ
ぶ
2

N
フ
場
(
十
八
ホ
l

N
)
は
、
乙
と
し
中
に
コ
ー
ス
の
造
成

を
ほ
ぼ
完
了
し
、
来
春
に
芝
を
植
え
、

秋
に
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

..._.....， ごγ、-，

④ 

個
人
市
民
税

ω

八
税
額
の
計
算

V

市
民
税
の
計
算

よ
う
に
な
り
ま
す
。

V
均
等
剖
額
H
市
民
税
が
年

二
百
円
、
県
民
税
が
百
円

で
す
。

-v所得
訓
額
リ
所
得
の
大
小

に
応
じ
て
税
負
担
を
求
め
る

点
で
所
得
税
と
同
じ
で
す
。
市
は
す

べ
て
の
住
民
の
日
常
生
活
に
直
接
結

び
つ
い
た
行
政
を
す
る
た
め
に
、
必

要
な
経
費
を
一
人
で
も
多
く
負
担
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま

せ

ん
。
そ
の
た
め
、
所
得
税
の
納
税
者

よ
り
も
か
な
り
低
い
税
率
で
、
そ
の

能
力
(
所
得
)
に
応
じ
た
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
、
い
い
か
え
れ

ば
、
所
得
税
よ
り
も
広
く
、
薄
く
負

秋
の
火
災

予

防

運

動

写真=工事中のコ〉レフ場

日
月
お
日
か
ら
ロ
月
2
日
ま
で
全
国

い
っ
せ
い
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
、

①
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
・
授
た
ば
こ
の

防
止
①
学
校
、
工
場
、
旅
館
な
ど
の

施
設
の
防
火
、
避
難
通
報
の
訓
練
の
実

施
①
暖
房
刑
油
の
届
け
出
と
無
届
け

貯
蔵
の
取
り
締
ま
り
④
暖
房
用
器
具

の
正
し
い
使
い
方
の
指
噂
な
ど
、
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

願
い
ま
す
。

犯
を
求
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
滋
味

が
あ
る
税
金
で
す
。

・
税
額
計
算
の
基
準
は
、
通
常
、
前
年

中
の
所
得
金
額
を
基
準
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
刊
年
度
の
所
得
剖

額
は
、
何
年
中
の
所
得
金
額
が
基
準

に
な
り
ま
す
。

・
事
業
所
得
の
場
合
は
、

(
収
入
金

額
〉

|
(
必
要
経
費

)
i
(専
従
者

控
除
額
〉

H
(
所
得
金
額
〉

・
給
与
所
得
の
場
合
は
、
(
収
入
金

額
)
|

(給
与
所
得
控
除
額
)
リ

ハ

所
得
金
制
)

・
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
の
計
算
は
、

(
所
得
金
額
)
|
(
所
得
控
除
)
H

(
課
税
総
所
得
金
額
〉
と
な
り
ま
す

所
得
控
除
と
は
、
そ
の
納
税
者
の

力
に
応
じ
た
税
負
担
を
求
め
る
た
め

に
、
納
税
者
に
配
偶
者
や
扶
養
親
族

が
あ
る
か
と
う
か
、
ま
た
.
そ
の
ほ

か
家
財
が
災
害
に
あ
っ
た
と
か
、
家

族
に
大
病
が
あ
っ
た
な
ど
の
個
人
的

な
事
情
も
考
慮
し
て
、
所
得
金
額
か

ら
一
定
の
金
額
を
差
し
引
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
控
除
を
総
称
し
て
所

得
控
除
と
い
い
ま
す
。
所
得
控
除
の

種
類
は
、
①
雑
損
控
除
①
医
療
費

控
除
①
社
会
保
険
料
控
除

④
小

規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除
①
生
命

保
険
料
控
除
①
障
害
者
控
除
①

老
年
者
控
除
①
寡
婦
控
除
①
勤

労
学
生
控
除
⑪
配
偶
者
控
除

@

扶
養
控
除
⑫
基
舵
腔
除
が
あ
り
ま

す。国今

納塁 Z
期竪納
限康税
は 4曇

日長
め税

号讐
す =

期

- 3-

6
時
ま
で
、
市
民
会
館
と
図
書
館
で
ひ

ら
か
れ
ま
す
。

第
八
回
農
業
祭
農
林
産
物
品
評
会
は
マ
会
場
と
展
示
品

け
月
日
日
と
ロ
日
の
二
日
間
、
農
協
会

・
市
民
会
館
H
家
具
、
漆
器
、
仏
壇
、

館

で

ひ

ら

か

れ

ま

す

。

刃

物

、
経
木
、
建
具
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
'

乙
の
農
業
祭

・・・:
:・
・:
--ff
・-・1
・・
・C
・T
・-Jr
・--

ゾ

水

産
加
工
品
、

に
は
、
野
菜
、

単

一

時

一

1
6泌
が
一
三

…

菓

子
、
か
ま
ぼ

果
実
、
穀
類
、

ぷ

民

洲

一
γ
Jふ
…三

一
一ぷ

…三
川
町
一

乙

林
産
物
な
ど
多

沿
い
叫
可
-YH--一
.正
日
…高

mr二
引
・〆
3
4い

・
市
民
会
館
広
場

数
展
示
さ
れ
、
・
:
・
・
・
・
・
'・・・・
・・

・・

・
・

;

H

穀

類

、
そ
菜

即
売
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
白

木

類

、
果
実
類
な
ど
股
産
物
の
即
売

類
、
秋
冬
野
菜
の
即
売
も
さ
れ
ま
す。

・
図
書
館
H
特
価
品
コ
ー
ナ
ー
(
一
川
市
子

漆
器
、
家
具
、
農
産
物
)

・
乙
の
ほ
か
電
化
製
品
、
内
戦
委
託
品

展
示
、
内
職
技
術
補
導
受
講
生
の
作

品
展
と
即
売
が
あ
り
ま
す
。

八
農
林
産
物
品
評
会

V

八
特
産
品
展
示
会

V

魚
津
特
産
品
展
示
会
は
け
月
は
日
!

日
日
の
三
日
間
、
午
前
日
時
か
ら
午
後



こ
と
し
の

1
月

か

ら

農

業

者

年

金

制

る

こ

と

一

度
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
の
中
の
一

回
支
給
金
額

一

つ

と

し

て

離

農

給

付

金

制

度

が

あ

り

ま

マ

:・
民
業
者
年
金
発
足
当
時
五
十
五

一

す
。
こ
の
制
度
は
、
離

践

を

希

望

す

る

歳

以

上

(

大

正

5
年
1
月
!
日
以
前

一

経
営
主
が
、
自
分
の
所
有
し
て
い
る
股

生
ま
れ
)
の
者
で
、
①
経
営
規
模
回

一

地
お
よ
び
小
作
地
を
第
三
者
に
売
り

渡

舗

が

五

十

ア

ー
ル
以
上
の
人
①
同

一

し
た
り
、
使
用
収
益

1
i

l

l

-

t

l

i

l

i

-

-

-

回
附
が
三
十
ア
l

N
以

一

権
を
移
転
し
て
離
農

離

農

し

た

と

き

議

ゾ

S
上
五
十
ア
ー
ル
未
満
で
、

一

し
た
人
に
一
時
金
を

B
i

ぶ
t
r
a

年
間
七
百
時
間
以
上
の

一

軒

行

持
。
給
付
金
が
も
ら
え
ま
す
科
ぽ
抗

日
刊
日
開
抗
一

次
の
よ
う
な
要
件

|

!

i

l

l

-

給
。
た
だ
し
三
十
ア
l

一

が

と

と

の

っ

た

人

が

離

農

す

る

と

き

ル

以

上

の

臼

作

地

で

あ

る

こ

と

Q

一

に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
0

・

マ
・:
そ
の
ほ
か
の
人
は
十
五
万
円
。

一

①

満

二

十

歳

以

上

の

農

業

経

飴

主

で

な

お

、
乙
の
制
度
は
、
昭
和
白
年
5
一

引

き

続

き

五

年

以

上

農

業

を

営

ん

で

月

日

日

ま

で

の

十

年

間

に

限

っ

て

実

施

一

い

る

人

さ

れ

る

も

の

で

、
脱
出
版
し
た
い
人
が
あ

一

①
開

拓

者

離

農

補

助

金

を

受

け

た

こ

り

ま

し

た

ら

市

役

所

農

業

委

員
会
事
務

一

と

の

な

い

人

局

へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

o

一

46.11. 1 づおう報

①
自
作
地
を
三
十
ア

ー
ル
'
以
よ
持
っ

て
い
る
人

@
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で
な
い

こ
と

①
被
保
険
者
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

則
間
が
三
年
以
下
で
、
か
つ
脱
退

一

時
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

①
経
世
移
設

(
自
分
の
所
有
し
て
い

る
段
地
や
小
作
地
を
農
業
者
年
金
の

被
保
険
者
か
、
六
十
歳
未
満
の
経
営

主
で
自
作
地
三
十
ア
ー
ル
'以
上
耕
作

し
て
い
る
人
に
売
り
渡
し
お
よ
び
使

用
収
疏
権
を
移
転
)
を
し
た
人
で
あ

児

童

手

当

支

給

さ

れ

る

広

認
定
請
求
は
刊
月
初
日
ま
で
に

第 3種郵便物認可

児
童
手
当
制
度
が
来
年
1
月
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
手
当
は
、
次
の

要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
(
当
初
は
五

歳
未
満
〉
の
児
重
で
あ
る
こ
と
。

①
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、

一
定

の
額
(
扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
二

百
万
円
〉
に
満
た
な
い
こ
と
。

な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
、
各
種
の

福
祉
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を

受
け
て
い
る
人
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

マ
児
童
手
当
の
額

手
当
の
月
額
は
、
三
人
以
上
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
か
ぞ
え
て
三

人
目
以
降
の
児
童
で
、
義
務
教
育
終

了
前
(
当
初
は
五
歳
未
満
〉

の
も
の

一
人
に
つ
き
三
千
円
で
す
。

該
当
者
は
什
月
初
臼
ま
で
、

-印
鑑
と

健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
役

所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

にき 定 の
まあをさで
たり しれ
、まてた該
いすく診 当
ま 〉 だ断者
ま さ 書 は
で いを市
ど 。そ役

お (え所出二 年こ なさ ら年 てり 以
り JtJて市者級金れりれ縦金 、老ヒ渦-
支 紙諸民に程法はまる上が老人の六
K.u は求課限度 に 、し こげ 10齢に寝 ー，.
!Ii!J 同手へるのよ国たと文月福対た五
|出 ia!統指も障 る民。に給か祉しき歳

65歳以上の寝たきり老人に

老齢福祉年金の

繰上げ支給

日
月
!
日
か
ら
狩
猟

川

解
禁
と
な
り
ま
す
D

良

川

近
、
狩
猟
違
反
や
事
故
川

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
川

り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
川

と
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
川

①
カ
ス
ミ
網
に
よ
る
州

密
猟
や
日
の
出
前
、

川

日
没
後
の
銃
猟
を
し
川

仁

¥

0

1

1
、し

川

①
メ
ス
キ
ジ
、
キ
ツ
ネ
に
は
絶
対
銃
川

を

山

け

な

い

。

川

①
鳥
獣
保
護
区
な
ど
制
限
地
を
確
か
川

め
て
狩
猟
す
る
。

川

④
人
家
同
辺
で
発
砲
し
な
い
。

川

①
銃
と
蝉
は
別
々
に
カ
ギ
の
か
か
る
川

と

こ

ろ

へ

保

管

す

る

。

川

①
火
薬
類
は
必
要
量
だ
け
購
入
し
、

川

残
り
を
自
宅
に
保
管
し

な

い

。

川

も
あ
り
、
臨
宮
の
程
度
が
二
級
か
ら
一
川

級
に
変
わ
れ
ば
、
再
度
診
断
書
を
提
出
川

し
て
審
査
を
受
け
、
老
齢
福
祉
年
金
か

川

ら
陣
山
一
一
日
福
祉
年
金
に
切
り
換
え
ら
れ
ま
川ー

す
0

2
む

不
十

川

無
料
年
金
相
談
所

I
t
f
州

金
の
無
料
川

相
談
所
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
年
金
に
つ
川

い
て
知
り
た
い
こ
と
、
疑
問
な
点
、
ま
川

た
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
の
こ
と
な
川

ど
、
ご
利
談
く
だ
さ
い
。
と
く
に
年
金
川

受
給
の
た
め
、
資
格
期
聞
が
不
足
す
る
川

人
は
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

川

マ
日
時
H

日
月
刊
日

(
木
)
午
前
9
時
川

か
ら
午
後
4
時

川

マ

場

所

川

市

役

所

市

民

課

川

毒事
刃ミ解

ら台、

猟

11月

狩t

予
防

ガ
ン
の
早
期
発

見
を
目
的
に
ロ
月

1
日
(
水
〉
午
前

9
時
か
ら
川
時
ま

で
経
回
連
絡
所
で
、
胃
ガ
ン
検
診
を

行
な
い
ま
す
。
入
品
は
五
十
人
で
、

料
金
が
四
百
円
、
希
望
者
は
け
月
刊
日

日
ハ
水
)
ま
で
市
保
険
術
生
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

胃
ガ
ン
検
診

J
s
ン
フ

N
エ
ン
ザ

が
流
行
す

る
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

三
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
予
防
注
射

を
行
な
い
ま
す
。
料
金
は
、
三
歳
i

心
八
歳
未
満
が
百
二
十
円
、
六
歳

t
十

五
歳
未
満
が
百
六
十
円
、
十
五
歳
以

上
二
百
五
十
円
で
す
D

園
児
や
児
童

は
そ
の
施
設
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

校

下

一

回

二

回

場

所

刊

月

刊

月

山
日
刊
は
白

川

日

目

日

目

日

辺

日

目

日

辺

日

目
日

η
日

間
日

μ
日

げ
日

μ
日

行
日

μ
日

げ

日

お

日

げ

日

お

日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

坪松 臼古 大住 1[1片道経
野倉倉鹿町吉女貝下回

青島

~ 4一

小
学
校

小
学
校

小
学
校

保
育
園

小
学
校

小
学
校

分

校

小
学
校

小
学
校

分

校



灯
油
な
ど
の
貯
蔵
や
取
り
扱
い
に

は
、
火
災
予
防
と
、
火
災
発
生
時
の

被
害
を
軽
く
す
る
た
め
に
消
防
法
で

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
規
制
を
受
け
る
の
は
、
ガ
ツ

リ
ン
二
十
泌
以
上
、
灯
油
百
版
以
上

重
油
四
百
版
以
上
の
と
き
で
す
。

と
れ
ら
を
貯
蔵
ま
た
は
・
取
り
扱
い

来
年
4
月
か
ら
市

川

立
大
町
幼
稚
園
お
よ
川

ぴ
経
田
幼
稚
園
へ
入
川

園
す
る
園
児
を
募
集
川

し
て
い
ま
す
。
希
望

川

者
は
「
入
国
願
書
」
川

を
日
月
刊
日
か
ら
加

川

日
ま
で
各
幼
稚
園
ま
川

た
は
市
教
育
委
員
会
川

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
酬

い
。
願
書
は
各
幼
稚
川

園

、

市

教

委

に

あ

り

ま

す

。

川

八
大
町
幼
稚
園

V

マ
募
集
人
員
H
四
十
人

マ
資
格
H
市
内
在
住
者
で
、
昭
和
位
年
川

4
月
2
日
か
ら
同
刊
年
4
月
1
日
ま
川

で

に

生

ま

れ

た

人

川

八
経
田
幼
稚
園

V

川

マ
募
集
人
員
H
四

十

人

川

マ
資
格
H
市
内
在
住
者
で
、
昭
和
制
年
川

4
月
2
日
か
ら
同
刊
年
4
月
1
日
ま
川

で
に
生
ま
れ
た
人

川

た
だ
し
、
入
国
順
位
は
、
第
1
順
位
川

H
現
在
の
在
園
児
第
二
順
位
H
五
歳
川

児

第

三

位

u
四

歳

児

で

す

。

川

寄

付

川

マ
八
万
円
H
中
央
通
り
北
喜
ゃ
い
マ

川

二
万
円
日
友
道
幸
町
沢
井
と
し
え

マ
川

五
千
円
H
大
町
松
倉
貞
子
(
以
上
香
典

川

返
し
の

一
部
を
)

マ

二
万
五
千
円
H

川

中
川
運
輸
鮒
従
業
員
一
同

マ
一

万
円
川

H
魚
津
青
年
会
議
所

マ
二
万
円
日
浄

川

土
宗
富
山
教
区
代
表
若
林
学
信

マ
五

川

千
円

u
並
木
町
松
本
敏
明
マ
四
千
円

川

H
江
口
谷
口
貞
夫
マ
一
千
六
百
二
円

川

H
陸
名

川

本

小
学
校

で康 受上上加天西村
く状な付中野積祈!布木
だ態お時 島方 施
さ の 特 聞
いよ殊は 3030 29 26 26 25 19 
0 く体 午日 日日 日日 日 日
な質後 12 
いの 177 6 332月 26
人人時日日日日日日 日
はや i
受妊 2小 /J¥教教小小
け 婦 時 学 学 学学
な 、 校校場場校校
い健

l大町経国幼稚園

園児を募集
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日
月
叩
日
か
ら
初
日
ま
で

来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
入
国
す
る

児
童
の
申
込
み
を
け
月
刊
日
か
ら
初
日

ま
で
、
各
保
育
園
ま
た
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
で
受
付
け
ま
す
。
な
お
吉
島
地

内
に
建
設
中
の
加
積
保
育
園
の
申
込
み

は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
受
付
け
ま

す
。
(
い
ず
れ
も
午
後
だ
け
受
付
け
)

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
基
準
は
、
①

保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る
た
め
、
子

ど
も
の
保
育
が
欠
け
る
も
の
①
保
護

者
が
家
庭
内
労
働
の
た
め
、
子
ど
も
の

保
育
が
欠
け
る
も
の
①
病
気
出
産
な

ど
で
子
ど
も
の
保
育
が
欠
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
名

魚
津
愛
育
園
一
六

O
人

道
下
保
育
園
一
五

O

青
島
保

育

園

九

O

経
団
保
育
園
一
八

O

住

吉

保

育

園

六

O

あ
け
び
保
育
園
六

O

松

倉

保

育

園

六

O

魚
津
保
育
園
一
六
五

魚
津
第
一一

グ

九
O

上

口

保

育

園

六

O

川

原

保

育

園

六

O

古
島
保
育
園
二
一

O

加

積

保

育

園

八

O

計
一
、
三
三
五

三五二 一一 三一一三
九 O五 六 六 八 八 六 六 六 六 二 八二

人

貯
蔵
と
届
け
出

灯
油

の

就
学
児
の

健
康
診
断

米
脊
か
ら
小
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
の
健
康
診
断
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
保
護
者
あ
て
に
ご

案
内
し
ま
す
が
、
通
知
の
な
い
場
合

が
あ
り
ま
し
た
ら
市
教
委
へ
と
連
絡

く
だ
さ
い
。
該
当
者
は
、
昭
和
刊
年

4
月
2
日
か
ら
同
引
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。
検
診
日
に

は
保
殺
者
付
き
添
い
の
う
え
、
必
ず

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

校

下

検

診
日

時

間

行
日
付

経

田

げ

日

上
野
方
日
日

村

木

日

日

西
布
施
凶
日

住

吉

釘

日

松

倉

お

日

吉

島

お

日

大

町

初

日

ロ
月2

日
2
日

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

事
前
に

消
防
署
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
各
家
庭
で
灯
油
を
貯
蔵
さ
れ

る
と
き
は
、
灯
油
百
泌
以
内
と
し
、

や
む
を
得
ず
こ
れ
以
上
貯
蔵
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、

消
防
署
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ガお

- 5ー

、っ

う
ち
三
銭

未

満

児

定
員

報

;市!
れ区日 i攻
ま のか に
し云ら対
たカ 20ず
。所日る

市でまと
民移で要
の宙j下望
み市中を
な 民 島 お
き 相 、悶
ん 談天 き

相館はた こ 間三 の 酉信ご市か室平111す
談 で住 。ま題十問 、号み道らが 、る
)の吉 (れが 111ニ題家機収 の 鹿 ひ魚た

移会写まも近な庇の集改造ら津め
盟j民真しちいど間設、修やか地 18

広

川
女
子
高
椛
の
校
舎
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
け
月
5
日
に

落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
す

2

同
校
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一一一階

建
て
の
校
舎
三
棟
と
体
青
館
、
の
ぺ

面
積
六
千
六
百
四
十
平
方
M
で
、
総

工
事
費
二
億
五
千
万
円
を
か
け
て
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。

昭
利
m
何
年
に
開
校
、
問
。
年
月
前

館
が
完
成
、
新
校
舎
で
授
業
を
始
め

間
糾
年
に
中
央
館
、
同
何
年
に
体
育

館
と
後
館
、
同
M

初
年
に
前
館
問
側
、

後
館
渡
り
廊
下
な
ど
が
完
成
し
て
お

D
ま
す
。

(
写
真
は
完
成
し
た
新
川
女
子
高
)

新

午
後
1
時

午
後
1
時
叩
分

午
後
1
時

午
後
1
時
叩
分

午
後
1
時

午
後
1
時
叩
分

午
後
1
時

午
後
1
時

46.11.1 

次

?午午
ご後後
:与 1 1 
7時時
一ニ 30 

分

臼片
倉 貝



46.11.1 づ

市
教
委

で
は
、
何

年
度
奨
学
資
金
の
貸
与
希
望
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
ロ
月
日
日
ま
で

市
教
委
(
来
春
進
学
希
望
者
は
在
学
し

て
い
る
学
校
長
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

、.
。

'
H
V
 

マ
借
り
ら
れ
る
金
額
H
①
大
学
生
が
月

額
五
千
円

①
高
専
生
が
三
年
生
ま

で
月
額
二
千
円
、
五
年
生
ま
で
五
千

円

①

高
校
生
が
月
額
二
千
円

マ
人
員
H
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

マ
借
り
ら
れ
る
人
H
①
市
内
に
住
所
の

あ
る
人
①
学
資
の
支
払
い
困
難
な

人
①
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
成

績
の
良
い
人
④
在
学
し
て
い
る
学

校
長
の
推
薦
が
あ
る
人
①
日
本
育

英
会
富
山
県
奨
学
資
金
、
母
子
福

祉
資
金
な
ど
学
資
の
貸
与
を
受
け
て

い
な
い
人
。

奨
学
資
金
を
貸
与

おう報広第 3種郵便牧認可

全
国
物
価

統
計
調
査

総
理
府
で
は
、
け

月
8
日
か
ら
叩
日
に

か
け
て
全
国
物
価
統

計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

こ
の
調
査

は
、
主
要
な
商
品
に
つ
い
て
、
卸
売
価

格
、
小
売
価
格
お
よ
び
販
売
数
量
な
ど

を
調
査
し
、
銘
柄
別
、
地
域
別
な
ど
に

そ
の
実
態
、
を
明
ら
か
に
し
、
消
費
者
物

側
に
閲
す
る
基
礎
資
料
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
は
、
抽
出
さ
れ
た
卸
売
、

小
売
庖
舗
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で

す
。
日
制
に
関
す
る
調
査
察
は
、
調
査

員
が
記
入
し
、
側
格
、
数
量
な
ど
に
関

す
る
調
査
票
は
、
庖
舗
代
表
者
の
白
計

申
告
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
調
査
員
が

お
伺
い
し
た
際
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
教
委
で
は
、

健
康
な
体
力
づ
く

り
に
役
立
て
よ
う
と
体
力
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。
種
目
は
反
復
横
と
び
、
ジ

グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
跳
躍
、
握
力
測
定

な
ど
で
す
。

マ
婦
人
体
力
テ
ス
ト
H
日
月

8
日

(

月
)
午
後
6
時
叩
分

i
同
9
時
ま
で

西
部
中
体
育
館
。

マ
壮
年
(
三
十
五
歳
以
上
)
体
力
テ
ス

卜

H
H
月
9
日

(火
〉
午
後
6
時
加

分
i
同
9
時
ま
で
西
部
中
体
育
館
。

体
力
テ
ス
ト

県
統
計
協
会
で

は
一
九
七
二
年
版

「富
山
県
民
手

帳
」
の
予
約
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

乙
と
し
の
手
帳
は
、
装
い
も
新
た
に

は
侃
り
た
く
さ
ん
の
統
計
資
料
や
県
民
と

し
て
ぜ
ひ
心
得
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

な
ど
、
組
向
を
か
え
て
編
集
さ
れ
て
い

ま
す
。

販
売
価
絡
は
一
部
百
二
十
円
、

購
入

希
望
者
は
、
日
月
日
日
ま
で
市
役
所
総

務
謀
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

県
民
手
帳
の

予
約
申
込
み

市

内

局

番

が

魚
津
局
の
市
内

局
番
は
、
刊
月
初

ニ

ケ

タ

こー

日
午
前
零
時
か
ら

つ
ぎ
の
よ
う
に
二
ケ
タ
に
変
わ
D
ま
す
。

市
街
地
二
二
局
×
×

×
×

二
四
局
×
×

×
×

西
布
施
三
一
局
×

×
×
×

片
貝
谷
三
二
局
×
×
×
×

松
倉
三
三
局
×
×
×
×

集
団
電
話
二
三
局
×

×
×
×

県
身
体
障
台
者
更

生
相
談
所
で
は
、
巡

回
相
談
を
け
月
日
日

(
水
)
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
市
民

会
館
第
四
会
議
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

い
人
、
補
装
具
の
交
付
、
修
理
を
受
け

一

た
い
人
な
ど
と
利
用
く
だ
さ
い
。

身
障
者
の

更
生
相
談

い 月すつ
o 16 0 ぎ 安 海
日受 の 学 上

雲雲去 校保
l品単己 の 安
書 者学 堂寸・
をは 11: A-話
捉 11を コユ・テ
出月現 募・
し l集 集保
て日し
くかてで保
だらいは安海
さ 11ま 、J?よ:

第
三

O
九

円ゲ

マ
資
格
日
昭
和
幻
年
4
月
2
日
〈
保
安
川

大
学
は
問
お
年
4
月
2
日
)
以
降
に
川

生
ま
れ
た
男
子
で
、
高
等
学
校
卒
業
川

者
ま
た
は
昭
和
灯
年
3
月
卒
業
見
込

川

み
の
人
。

州

マ
採
用
予
定
人
員
H
大
学
校
五
十
名

"

水
路
糾
二
十
名
灯
台
斜
四
十
名

川

航
海

・
機
関

・
通
信

・
主
計
科
百
名

川

マ
誠
験
日
リ
ロ
月
間

i
悶
白

川

く
わ
し
い
こ
と
は
高
岡
市
伏
木
錦
町
川

伏
木
海
上
保
安
部
へ
友
問
い
合
わ
せ
を
。

川

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医

V

B

V
7
日
日
(
昼
)
江
口
魚
津
神
経
サ
ナ
川

ト
リ
ウ
ム
(
夜
〉
本
江
越
野
医
院
川

V
H
日
H

(
昼
)
住
吉
寺
崎
医
院
(
川

夜
)
火
の
宮
町
沢
口
内
糾
医
院

V
引
川

日
H
(
民
)
鴨
川
町

深

川

病

院

ハ

川

夜
〉
本
江
沢
口
外
糾
医
院

v
n日
リ
川

(
民
)
友
道
扇
谷
医
院
(
夜
)
友
道
川

附
屋
医
院

v
m日
H

(昼
)
緑
町
早
川

川
病
院
(
夜
)
中
央
通
二
丁
目
桝
崎
川

医
院

V
ロ
月
5
日
H
(
昼
)
角
川
町

川

宮
本
医
院

(
夜
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

刊

M

月

本
江

3
日

午

後

1
時

上
中
島

8
日

午

後

1
時
加
分

道
下

刊
日

午
後
1
時

天

神

間

日

午

後

1
時

場
所
は
各
小
学
校
お
よ
び
教
場
で。

7
月
か
ら
実
施
し

ま
し
た
住
民
検
診
は

今
月
で
終
わ
り
ま
す
。
ま
だ
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま

?レ
よ
円
J

D

経
由

マ
連
絡
所
H
什
月
9
日
午
前

9
時
釦
分

i
け
時
加
分
マ
連
絡

所
日
什
月
日
日
午
前
9
時
加
分

i

ロ
時

大

町

マ

魚
津
公
民
館
日
什
月
9
日

午
後
1
時

1
3時

マ
中
央
公
民

館
リ
日
月
日
日
午
前
9
時
叩
分

i

H
時
加
分

住
吉

マ
下
中
島
公
民
館
H

日
月
刊

日
午
後
1
時
i
3時

・
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

マ
魚
津
保
健
所
日
け
月
什
日
午
後

1
時

t
3時

住
民
検
診

- 6ー

一家庭の主婦と税金一

所得税の配偶者控除

私たちのも っとも身近かな税金に

所得税があります。所得税にはいろ

んなJ空除がありますが、その中の配

向者1'1.除は、主:に所得がないか、あ

っても一定限度以内である場合に受

けられる控除で、昭和46年分の配偶

者控除の額は18万7.500円となって

いますo

また、鼠近パートタイムで働いて

おられる主婦が多くなりましたが、

その場合、パー トタイムで働いて得

た給与が、年間 31万2.000円に満た

ない収入であれば、給与所得控除が

あるため、その給与に所得税もかか

りませんし、配偶者控除もうけられ

ます。 (魚津税務署)

山
川
集
発
行
人

。ミ

オ三

¥-t-;. 

1.1 ・-・

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


